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1.はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
道 路 照 明 施 設 は 、 車 両 の 安 全 で 円 滑 な 走 行 を 促 す も の で あ り 、 交 通 機 能

を 十 分 に 発 揮 さ せ る 上 で 欠 く こ と の で き な い 施 設 で す 。 そ の た め 、 道 路 利
用 者 に と っ て 安 心 ・ 安 全 な 道 路 空 間 の 確 保 に 向 け 、 計 画 的 な 維 持 管 理 を 行
っ て い く 必 要 が あ り ま す 。  

水 戸 市 に お い て は 、 市 が 管 理 す る 道 路 照 明 施 設 （ 単 独 柱 ） を 幹 線 市 道 と
一 般 市 道 合 わ せ て 2,441 基 設 置 し て お り 、 こ の う ち 、 約 65％ が 設 置 後 20
年 以 上 を 経 過 し て い ま す 。 今 後 も 施 設 を 良 好 な 状 態 で 維 持 た め に は 、 定 期
的 な 点 検 の 実 施 、 そ の 結 果 に 基 づ く 施 設 の 長 寿 命 化 や 建 替 え を 実 施 す る 必
要 が あ り ま す 。 本 計 画 は こ れ ら の 費 用 縮 減 を 図 り な が ら 、 市 が 管 理 す る 道
路 照 明 施 設 の 修 繕 計 画 を 示 す た め 、 策 定 す る も の で す 。  

 

1.1＜施設の内訳＞ 

水 戸 市 一 円 の 施 設 総 数 は 、 2,441 基 （ 幹 線 市 道 ： 1,085 基 、 一 般 市 道 ：
1,356 基 ） が 設 置 さ れ て い ま す 。  
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山根 上中妻 河和田 寿 笠原 吉田 酒門 渡里 赤塚 見川 千波 駅南 浜田 上大野 飯富 常磐 上市 城東 国田 柳河 常澄 内原 合計

幹線 13 37 41 25 23 80 23 51 146 40 17 277 5 12 10 32 68 13 6 6 129 31 1,085

一般 7 73 92 42 41 27 74 96 85 65 29 134 83 22 41 45 206 13 17 19 67 78 1,356

合計 20 110 133 67 64 107 97 147 231 105 46 411 88 34 51 77 274 26 23 25 196 109 2,441



＜ 直 線 型 ＞ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＜ テ ー パ ー ポ ー ル 型 ＞  

 
＜ 添 架 型 ＞ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＜ デ ザ イ ン 型 ＞  
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1.2＜施設の損傷状況＞ 

平 成 26 年 度 か ら 令 和 ５ 年 度 ま で に 実 施 し た 点 検 調 査 に よ り 、施 設 2,441
基 の う ち 1,788 基 （ 約 73％ ） を 健 全 で あ る と 判 断 し て い ま す 。  

損 傷 し て い る と 判 断 し た 653 基 の 損 傷 内 容 は 、腐 食 442 基 、塗 装 劣 化 84
基 、 衝 突 等 に よ る 支 柱 の 傾 斜 25 基 、 変 形 44 基 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト 部 の ひ
び わ れ 28 基 、 ボ ル ト 等 の 脱 落 が 30 基 と な っ て い ま す 。  
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653 基



【 支 柱 腐 食 】 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【 塗 装 劣 化 】  

 
【 孔 食 に よ る 貫 通 】 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【 路 面 境 界 部 腐 食 】  

 
【 支 柱 変 形 ・ 傾 斜 】 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【 基 礎 コ ン ク リ ー ト ひ び わ れ 】  
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1.3＜健全性の診断結果＞  
国 土 交 通 省 の “ 附 属 物 （ 標 識 、 照 明 施 設 等 ） 点 検 要 領 H31.3” で は 、 健 全

性 の 判 定 が 4 段 階 に 区 分 さ れ て い ま す 。 し か し な が ら 、 点 検 時 期 の 間 隔 が
橋 り ょ う に 比 べ 長 い こ と な ど か ら 「 概 ね 「 Ⅳ 」 判 定 の 施 設 と 同 型 か つ 同 一
路 線 に 設 置 さ れ て い て 、 次 回 の 点 検 ま で に 「 Ⅳ 」 判 定 へ 進 行 す る 可 能 性 が
高 い 施 設 」を 水 戸 市 で は 、「 Ⅲ ： 早 期 措 置 段 階 」と「 Ⅳ ： 緊 急 措 置 段 階 」の
中 間 の 区 分 「 Ⅲ -A」 と し て 、 追 加 し ま し た 。  
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山根 上中妻 河和田 寿 笠原 吉田 酒門 渡里 赤塚 見川 千波 駅南 浜田 上大野 飯富 常磐 上市 城東 国田 柳河 常澄 内原 合計

Ⅰ 19 33 88 46 37 101 52 101 191 63 38 326 60 21 27 49 243 23 12 18 143 97 1788

Ⅱ 1 13 32 17 14 6 42 23 40 19 5 48 17 11 24 21 26 1 6 5 45 10 426

Ⅲ 0 9 5 2 0 0 3 4 0 8 0 11 1 2 0 2 2 0 4 1 7 2 63

Ⅲ-A 0 40 1 1 0 0 0 16 0 13 3 17 2 0 0 1 3 2 0 1 1 0 101

Ⅳ 0 15 7 1 13 0 0 3 0 2 0 9 8 0 0 4 0 0 1 0 0 0 63

合計 20 110 133 67 64 107 97 147 231 105 46 411 88 34 51 77 274 26 23 25 196 109



２. 修 繕 計 画 の 策 定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2.1＜管理水準と修繕計画の方針＞   

管 理 水 準 は 、 健 全 性 の 判 定 区 分 「 Ⅰ 」 及 び 「 Ⅱ 」 を 確 保 す る こ と が 望 ま
し い と 考 え ら れ 、 こ の た め に は 、 定 期 点 検 の 頻 度 を 高 め て 、 現 状 を 正 確 に
把 握 し 、 劣 化 が 進 行 す る 前 に 対 策 を 講 じ る な ど 、 合 理 性 ・ 経 済 性 等 の 課 題
解 決 が 求 め ら れ ま す 。  

修 繕 計 画 で は 、 定 期 点 検 （ １ 回 /10 年 ） に お い て 、 健 全 性 の 判 定 が 「 Ⅲ 」
及 び 「 Ⅳ 」 と 区 分 さ れ た 施 設 に 対 し て 、 補 修 ま た は 撤 去 ・ 新 設 と い っ た 修
繕 を 実 施 す る こ と に よ り 管 理 水 準 を 確 保 す る こ と と し ま し た 。 以 下 に 、 健
全 性 で の 管 理 水 準 を 示 し ま し た 。な お 、健 全 性 Ⅲ -Ａ に つ い て は 、本 計 画 に
お い て 独 自 に 設 定 し た も の で あ り ま す 。  

 
1） 健 全 性 Ⅰ （ 1788 基 ）  

管 理 水 準 を 確 保 し て い る こ と か ら 補 修 の 対 象 と は な ら な い が 、 今 後 の 定 期 点
検 に よ り 「 Ⅱ 」 以 上 へ の 進 行 の 有 無 を 注 視 し て い き ま す 。  
 

2） 健 全 性 Ⅱ （ 426 基 ）  
軽 微 な 腐 食 等 が 認 め ら れ る が 、 管 理 水 準 を 確 保 し て い る こ と か ら 補 修 の 対 象
と は な ら な い が 、 今 後 の 定 期 点 検 に よ り 腐 食 等 の 進 行 を 注 視 し て い き ま す 。  
 

3） 健 全 性 Ⅲ （ 63 基 ）  
損 傷 部 位 に よ り 、 補 修 の 優 先 度 を 定 め る こ と と し ま す 。 特 に 、 支 柱 基 部 の 腐
食 等 を 優 先 す る と と も に 、 支 柱 本 体 の 腐 食 等 の 補 修 を 行 う こ と と し ま す 。  
 

4） 健 全 性 Ⅲ -A（ 101 基 ）  
概 ね 「 Ⅳ 」 判 定 の 施 設 と 同 型 か つ 同 一 路 線 に 設 置 さ れ て い る こ と か ら 、 次 回
の 定 期 点 検 ま で に は 、「 Ⅳ 」 判 定 へ 進 行 す る こ と が 懸 念 さ れ ま す 。  
そ の た め 、 速 や か に 補 修 ま た は 撤 去 ・ 新 設 を 行 う こ と と し ま す 。  
 

5） 健 全 性 Ⅳ （ 63 基 ）  
倒 壊 等 の 危 険 性 が 高 い こ と か ら 、 直 ち に 撤 去 ・ 新 設 を 行 う こ と と し ま す 。  
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2.2＜修繕更新の考え方＞ 

健 全 性 Ⅲ ～ Ⅳ に つ い て は 、 施 設 の 損 傷 部 分 を 修 繕 し て 機 能 を 回 復 さ せ る
『 補 修 』 と 、 既 存 施 設 を 撤 去 し 、 新 た に 建 て 替 え る 『 撤 去 ・ 更 新 』 か ら 適
切 な 方 法 を 選 定 し ま す 。  

健 全 度 Ⅲ に つ い て は 、 主 に 腐 食 対 策 に 重 点 を 置 い た 方 法 を 選 定 す る こ と
で 、 健 全 性 Ⅳ へ 移 行 す る 前 に 、 施 設 の 健 全 性 の 回 復 を 図 り ま す 。  

 
施 設 健 全 性 と 補 修 等 の 効 果 イ メ ー ジ  
 

2.3＜優先順位の考え方＞　 

修 繕 計 画 に お け る 優 先 順 位 は 、 基 本 的 に 健 全 性 「 Ⅳ 」 か ら 直 ち に 行 う 必
要 が あ り ま す が 、 限 ら れ た 予 算 の 中 で 効 率 的 、 効 果 的 に 修 繕 を 実 施 す る た
め 、 第 三 者 被 害 の 影 響 が あ る 跨 線 橋 ・ 跨 道 橋 、 緊 急 輸 送 道 路 や 車 両 の 多 い
幹 線 市 道 か ら 実 施 す る こ と と し ま す 。  

そ の 後 、 一 級 市 道 に あ る 施 設 で 健 全 性 「 Ⅳ 」 の 修 繕 を 行 っ た 後 、 支 柱 の
腐 食 等 が 進 行 し て い る 健 全 性「 Ⅲ -Ａ 」の 実 施 、そ の 後 健 全 性「 Ⅲ 」の 修 繕
を 進 め て ま い り ま す 。  
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2.4＜補修方法の考え方＞  
① 腐 食 に 対 す る 補 修 方 法  

腐 食 に 至 る 過 程 を 考 慮 し て 、塗 装 の 塗 り 替 え や 水 分 の 供 給 を 防 ぐ 等 の 対
策 を 講 じ る こ と が 必 要 と 考 え ま す 。  
支 柱 本 体 は 塗 装 の 塗 り 替 え 、支 柱 基 部 は 繊 維 巻 き 立 て 等 の 工 法 を 採 用 し
ま す 。  

【 塗 装 の 塗 り 替 え の 工 法 例 】  
1） セ ラ マ ッ ク ス 工 法  

セ ラ マ ッ ク ス は 無 溶 剤 で 塗 装 が 行 う こ と が で き る た め 、 VOC(揮 発 性 有
機 化 合 物 )を 低 減 す る こ と が で き 、 地 球 環 境 に や さ し い 新 世 代 の 塗 料 で
す 。 加 え て 、 無 機 質 の た め 、 超 耐 候 性 、 超 長 期 耐 久 性 （ 約 30 年 以 上 ）、
不 燃 性 の 特 性 が あ り ま す 。  

2） ロ ー バ ル 工 法  
ロ ー バ ル は 乾 燥 塗 膜 中 の 亜 鉛 含 有 率 を 96%に ま で 高 め る こ と で 、溶 融 亜
鉛 め っ き と 同 等 の 防 錆 力 を 発 揮 し ま す 。ま た 、常 温 で 施 工 で き る こ と か
ら 、 施 工 が 容 易 と な り ま す 。  

【 支 柱 基 部 の 巻 き 立 て の 工 法 例 】  
1） YCK 工 法  

CFRTP（ 熱 可 塑 性 炭 素 繊 維 ）シ ー ト と い う 素 材 を 、腐 食 等 で 劣 化 し て い
る 箇 所 に 巻 き つ け 接 着 す る 補 修・補 強 工 事 で す 。CFRTP シ ー ト は 鉄 の 約
10 倍 も の 比 強 度 を 誇 り 、 腐 食 の 進 行 を 阻 止 す る 働 き か ら 約 10 年 間 ポ ー
ル の 寿 命 を 延 ば す 効 果 が あ り ま す 。  
作 業 工 程 も 、 接 着 剤 を 塗 布 し た ポ ー ル に CFRTP シ ー ト を 貼 り 付 け る だ
け の シ ン プ ル な も の な の で 、ス ピ ー デ ィ か つ 施 工 コ ス ト を 軽 減 さ せ る こ
と が 可 能 で す 。  
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2） SCFR 工 法  
SCFR 工 法 は 、 す だ れ 状 に 加 工 し た 炭 素 繊 維 シ ー ト を 専 用 接 着 剤 で 貼 り
付 け る こ と に よ り 、 補 修 ・ 補 強 す る 技 術 で 約 10 年 間 ポ ー ル の 寿 命 を 延
ば す 効 果 が あ り ま す 。 SCFR シ ー ト を す だ れ 状 に す る こ と で 、 高 密 着 性
を 実 現 し ま す 。な お 、 SCFR シ ー ト は 、鋼 管 に 換 算 す る と 、0.4mm の 厚
さ に 相 当 し ま す 。  

 

② 変 形 ・ 欠 損 に 対 す る 補 修 方 法  
車 両 の 衝 突 等 に よ り 変 形 や 欠 損 が 生 じ て い る ケ ー ス が ほ と ん ど で あ り 、
変 形 や 欠 損 の 度 合 い が 大 き い 場 合 は 更 新 が 必 要 で 、軽 微 な 場 合 は 腐 食 等
の 進 行 を 経 過 観 察 し て 対 処 し ま す 。  
 

③ 滞 水 に 対 す る 補 修 方 法  
支 柱 内 部 の 滞 水 は 、 排 水 処 理 を 行 い 、 滞 水 し な い よ う に 水 抜 き 孔 等 の 措
置 を 行 い ま す 。  
 

④ ボ ル ト ・ ナ ッ ト 等 の ゆ る み ・ 脱 落  
定 期 点 検 時 に 、 締 め 増 し を 行 い 合 い マ ー ク を 施 す こ と と な っ て い ま す 。
短 期 間 で ゆ る み が 発 生 し た 場 合 は 、ダ ブ ル ナ ッ ト や U ナ ッ ト に 更 新 し ま
す 。  
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３. 今後の点検　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
水 戸 市 で は 、 道 路 照 明 施 設 の 損 傷 状 態 を 正 確 に 把 握 す る た め 、 日 常 的 に 実

施 す る 「 通 常 点 検 」 と 定 期 的 に 詳 し く 調 査 す る 「 定 期 点 検 」 を 今 後 と も 実 施
し ま す 。  
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3.1＜通常点検＞ 

　 　 通 常 点 検 は 、 日 常 パ ト ロ ー ル と し て 車 上 か ら 異 常 の 有 無 を 確 認 し ま す 。
異 常 が 認 め ら れ た 場 合 は 、 必 要 に 応 じ て 近 接 目 視 に よ る 確 認 を し ま す 。  

 

3.2＜定期点検＞ 

　 　 定 期 点 検 は 、詳 細 点 検 と し“ 附 属 物（ 標 識 、照 明 施 設 等 ）点 検 要 領 H31.3”
に 基 づ き 実 施 し ま す 。  

　 　  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.3＜長寿命化修繕計画の更新＞  

点 検 の 結 果 を 踏 ま え て 、 施 設 の 部 材 や 施 設 全 体 の 健 全 性 を 評 価 し 、 措 置
が 必 要 な 施 設 と 経 過 観 察 と す る 施 設 に 区 分 し ま す 。  

な お 、水 戸 市 の 定 期 点 検 は 、平 成 26 年 度 か ら 実 施 し て い る の で 、こ の 年
度 を 基 準 と し て 今 後 の 点 検 を 行 う こ と と し て お り 、 令 和 ７ 年 度 か ら 二 巡 目
の 点 検 を 行 い 、 す べ て の 照 明 灯 の 点 検 が 完 了 し た 後 、 本 計 画 の 更 新 を 行 う
予 定 と し ま す 。  
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